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　 　 　　 　炭素間二重結合 個，炭素間三重結合 個

　　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　

　　　

＊

　　　

解説　 　 　　　

　　　　　 ： ： ：

　　　　　組成式 式量 　　

　　　　　 　　分子式 分子量

　 　 当たりの水素付加量は，　

　　　この水素は であるから， 分子には　　 が 個，または 　　 個が

　　含まれる。

　 　 分子量 は，　

　　　　　　　 個は 分子と反応するから， 分子中の　　　　は 個であり，

　　 中には 　　　 と合わせて 個あるから，　　 個が切れたように見える。しか

　　し より 　　 は 個であるから， には環構造があるとわかる。

　　　実験 の部分構造式に 　　　　 個をつけると， 原子は 個になり， より

　　個少ないが，　　 が 個切れると 原子は 個以上減ること，環中に 　　 があ

　　り，これが切れるときは 原子数は変わらないことより説明できる。したがって，

　　 は次式になり， には 　　　　　 が 個含まれることになる。

① ② ③

　　環中の 　　 が切れて ① と ②になったとすると， は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…… ア

　　環中の 　　 が切れて ② と ③になったとすると， は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…… イ

　　環中の 　　 が切れて ① と ③になったとすると， は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…… ウ

　 　 に を付加すると

＊ ＊

＊　　 ア

＊

＊

　　 イ

　　 ウ

　　 ウ からの生成物には不斉炭素原子がないから， は ウ である。
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